
パルシステム生活協同組合連合会、Amazon Bedrock を
利用した生成 AI システムを導入し、議事録やチラシ制作な
どに関わる業務負担を軽減

パルシステム生活協同組合連合会

ビジネスの課題：人手不足解消とセキュリ
ティ懸念払拭を目指した生成 AI 利用

パルシステム生活協同組合連合会（以下、パ
ルシステム）は、より良い社会と暮らしの実
現を目指す消費生活協同組合です。特に、
「食の安全」と「持続可能な社会づくり」を
テーマに、食品供給に加え、共済・保険、福
祉、電力といった幅広い分野で事業を展開
しており、現在では 1 都 12 県で約 170 
万世帯の組合員に利用されています。さら
に 2024 年には、冷凍食品のニーズに応え
るとともに大規模災害時のリスク分散を図
るための物流拠点『つくばみらいセンター』
を茨城県に開設するなど、社会インフラと
しての役割も大きくなっています。
一方で、他の業種と同様に人手不足という
課題に直面しており、新たな雇用を確保す
るのは容易ではなく、従業員の負担が増加
しています。そこでデジタル技術を活用し、
コールセンターでの自動音声応答システム
の導入や、Web サイトでのレコメンドサー
ビス活用など効率化に取り組んできまし
た。「自動化できる部分は IT に任せること
で、人への負担を軽減することを目指して
います」と語るのは、情報システム本部 IT 
サービス部　部長の早川悟史氏です。
また、生成 AI が話題を集めるようになる
と、パルシステム内においても業務に利用
する動きが出てきました。ただし懸念点は、
外部システムへの情報漏洩リスクです。「感
度の高い職員ほど新しい技術をいち早く使
い始めるため、早い段階で生成 AI 活用の

リスク検討に着手しました。特に懸念した
のは、外部システムに機密情報を入力する
ことで、AI にそれらの情報が学習されてし
まう可能性です。そこで、株式会社シーイー
シーにセキュリティを確保しながら生成 AI 
を活用できる仕組みについて相談しまし
た」と早川氏は振り返ります。
10 年以上にわたってパルシステムのシス
テムを数多く支援してきたシーイーシーは
今回の要望を受け、複数の生成 AI モデル
を AWS 上で活用し、さまざまなタスクに
対応するシステムを提案。AWS の生成 AI 
サービスである Amazon Bedrock を使っ
て、複数のタスクをセキュアな環境で実現
するものでした。
「シーイーシーからの提案は、チャットによ
る問い合わせや議事録の要約、画像生成な
どがあり、インターフェースもユーザーに
わかりやすいものでした。長年のパートナー
であるシーイーシーは当社の業務にも精通
しているため、安心して採用できました」
（早川氏）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：複数の機能を持つ生成 AI 
サービスをセキュアな環境に構築

生成 AI の活用は、パルシステムの多岐に
わたる業務を改善できる可能性を秘めてい
ました。特に、約 2,000 人以上の配送担当
者を抱える現場での活用です。まず、組合員
向けのおすすめ商品やレシピ、ニュースを
掲載したリーフレットの作成業務では、情
報収集やコンテンツ制作に多大な時間と労

概要：パルシステム生活協同組合連合会は、1 都 12 県で食品や生活用品の供給、
共済・保険、福祉、電力などの事業を展開しています。生活に密着した事業を展開す
る一方、多岐にわたる業務負荷の増大が大きな負担となっていました。そこで、アマゾ
ン ウェブ サービス（AWS）環境でセキュリティを確保しながら、複数の生成 AI モデル
を活用して業務を効率化するシステムを構築。社内の問い合わせ対応や文章・画像
生成、要約作業などで大幅な負荷軽減を実現しています。

力を費やしていました。また、パルシステム
に加盟する地域生協においては、広報紙や
機関誌の制作が重要な業務の 1 つとなっ
ています。これらの媒体に掲載する画像の
手配やクリエイティブなアイデア出しに
も、多くの人的リソースと時間が必要でし
た。さらに、社内コミュニケーションの要と
なるウェブ会議においても、議題設定や議
事録作成に多くの時間を費やしていました。
パルシステムはこれらの課題に対応するた
め、シーイーシーの支援のもと 2024 年 4 
月に Amazon Bedrock を基盤とする複数
のアプリケーションの構築を完了しました。
ここで採用された生成 AI モデルは、それ
ぞれ特徴的な強みを持っています。Claude 
は大量の情報を安全かつ効率的に処理する
能力に優れ、複雑な質問への対応や長文の
生成に適しています。Amazon Titan はテ
キストの要約、分類、情報抽出、検索など、多
様なユースケースに柔軟に対応できる汎用
性の高さが強みです。Stable Diffusion は
テキスト入力から高品質な画像を生成する
能力に長け、視覚的コンテンツの制作を大
幅に効率化します。
これらのモデルを組み合わせることで、
チャットボットによる問い合わせ対応、文
章作成、要約、校正、翻訳、画像生成など、幅
広いアプリケーションが実現しました。特
筆すべきは、Amazon Simple Storage 
Service（Amazon S3）に格納された社内
情報を安全に検索・参照できる環境を整備
したことです。これにより、検索拡張生成
（RAG）技術を活用し、AI モデルの回答精度
を大幅に向上させました。
「Claude を活用して一番驚いたのは、やは
り日本語の精度です。まるで賢いパート
ナーがすぐ横にいるような感覚です。的確
な答えが瞬時に出てくることに本当に感心
しました」（早川氏）
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：多様な領域で生成 AI を活用し、
サービスのさらなる向上へ

完成した複数の生成 AI アプリケーション
によって、パルシステムの業務は大きく効

率化されています。まず、配送担当者向け
リーフレットのアイデアやレシピ提案を 
AI が担当し、創造的な内容を迅速に生成。
さらに、AI 画像生成技術の導入により、画
像撮影や外部への手配にかかるコストと
時間が大幅に削減され、視覚的なコンテン
ツの制作プロセスが劇的に効率化されま
した。
また、社内システムのマニュアルを生成 AI 
の検索対象に組み込んだことで、従業員の
システム利用体験が向上し、ヘルプデスク
への問い合わせ件数が減少しています。会
議運営においても、生成 AI の活用が進ん
でいます。1 つは、議題の事前準備に AI の
補助を得ることで負担が減りました。もう 
1 つは、会議の録画から自動で文字起こし
と要約を行う機能により、議事内容の確認
や共有が容易になり、情報の伝達と意思決
定のスピードアップにつながっています。
「資料作成では、当初から 3 割程度完成し
た状態でスタートできるようになりまし
た。私自身、会議資料の準備において予想以
上の効果を実感しています。また、広報紙や
機関紙、ポスターに使用する写真の撮影や
業者との調整にかかる時間も 70% 程度
削減できると見込んでいます」（早川氏）
当初およそ 100 名の担当者からスモール
スタートした生成 AI アプリケーションの
活用は、その効果が認められ、今後はパルシ
ステムの IT システムを利用する約 4,000 
人のユーザーへ展開する段階となっていま
す。情報システム本部では、効果的な使用方
法の周知や、ユーザーからのフィードバッ
クを基にしたシステムの改善を行いながら、
全社的な活用を推進していきます。早川氏
は今後の展望について、次のようにコメン
トしています。
「Amazon Bedrock の活用で、業務効率化
が進み、より価値の高い分野にリソースを
集中できるようになりました。これも AWS 
の最新テクノロジーと シーイーシーのサ
ポートのおかげです。今後も両社には革新
的な技術とサービスの提供を期待していま
す。この関係が、組合員サービスのさらなる
向上につながると確信しています」

導入効果
● 30％：会議資料作成に要する時間削減
● 70％：広報物などで使用する画像の手
配時間を削減

● 議事録生成など情報伝達のスピード
アップ

● 情報を外部に漏らすことなく、生成 AI 
を幅広く活用

ご利用中の主なサービス
● Amazon Bedrock
● Amazon Titan 
● Amazon DynamoDB
● AWS Lambda

企業名：パルシステム生活共同組合連
合会
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AWS アドバンストティア サービスパートナー

株式会社シーイーシー
魅力的な製品づくりや、企業・組織
の業務改革／改善を ICT で支援
する創業 57 年目の SIer。延べ 
600 名の AWS 資格取得者を有
し、350 社以上への提案実績をも
つ  AWS パートナーでもあり、
「AWS Well-Architected パート
ナー」や「内製化支援推進 AWS 
パートナー」などの認定も受けてい
る。自社内でも CCoE を組織し、
横断的な活動を通じた専門知識の
蓄積・向上を実施中。
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企業概要
パルシステム生活協同組合連合会
1 都 12 県を活動エリアとし、地域生協
およびパルシステム共済生活協同組合
連合会が加入する連合会組織。食品や生
活用品の供給事業、共済・保険事業、福
祉事業などを展開している。さらに、商品
配達時にその状況を親族へ通知する「見
守り安心サービス」や、再生可能エネル
ギーを中心とした電力事業など、社会的
課題の解決を目指したサービスや事業に
も力を入れており、身近な暮らしの視点
から共生社会の実現を目指している。


